












































































































































































































































































「20 世紀の特性と 21 世紀アジアの課題」考察のためのスケッチ（竹内常善）
73
築についても，日本の状況を見る限り，何の新しい気配もない。
　そのような日本の方策とは対照的に，フィリッピンでは早くからアメリカ式の大学教育
を定着させてきた。卒業生の多くはアメリカの大学院を目指している。シンガポールやブ
ルネイ，さらには香港や上海の高等教育機関は欧米を天秤にかけながら，自国の高等教育
制度の整備を図っている。とりわけ，創立間もない上海の CEIBS が，世界のMBAラン
キングのトップ５位に食い込んだことは，多くの注目を浴びた。香港やシンガポールの
MBAもトップ100の中に顔を出すようになってきた。しかし，日本の場合は音なしのま
まである。また，例外的に成功しているアジアの大学においても，内実は欧米のスタッフ
に頼ることが多く，それ以上に自前のアジア観を打ち出せないでいる。
　また，大学以前の中等教育の整備に力点を置いている国も少なくない。英国のパブリッ
ク ･スクールに類似したシステムは，早くからインドやタイやマレーシアで整備されてき
た。最近では，欧米の有名校が直接の進出を試みている。そこでの卒業生は，早い時期に
海外の有名大学に進学する。インドは英米への留学が多いが，タイのように英米と日本，
さらには中国への派遣を意識して微妙なバランスをとろうとし，かつ，それに成功してい
る国もある。
　日本が19世紀から自前の教育システムを構築し，それなりに自国の人材と留学生教育に
当ってきた点は，評価されてもよい。ただ，最近の国際的な課題を多国籍の舞台で担いう
る「人財」の教育に成功しているかどうかについて，国際機関の評価は低い。それ以上に，
国際的な課題について積極的に問題とデータを提示し，説得力ある形で国際間の調停を進
めていけるような機関の整備も，プロジェクトとの編成も行われていない。何より，政治
的指導者が，国際的な研究や研究機関を，彼らの政治的構想力強化の手段として駆使する
ような体質を持ち合わせていない。
　研究機関や高等教育機関の再編成だけでなく，初等教育機関からの構造的な見直しが，
現在では必要になってきているのかも知れない。日本からの海外留学生の総数が減少する
一方で，有名高校卒業時点で，欧米の大学に直接進学する学生の事例が増えつつあること
は，その端緒のようにも見える。日本の大学に勤めるアジア各地出身の教員の家庭でも，
子弟を欧米に送り出す事例が増えている。このような実情の下で東アジアの「経済共同体」
を構想しても，単なる夢想の域を出ない。まず，常識的な危機意識の内容から検討するし
かなくなっている。
　ただ，一方で，日本を離れ，教育者としてアジア各地で高等教育に関わる人物も増えて
きた。その中には国境を越えて，国際間の各種教育機関整備を考える動きも出始めている。
そうした新たな動向へのリーダーシップに日本人が関与できることになるのか，それとも
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ここでも時代遅れの「伝統」にしがみ付くだけのことに終始するのか，残された時間はあ
まり多そうには見えない。
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